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本誌は2022年11月末現在の情報を基に作成しております（別途記載のあるものは除きます）。

＜有価証券や金銭のお預りについて＞
有価証券や金銭を当社の口座でお預りする場合には、当社では料金を頂戴いたしません。
なお、証券保管振替機構を通じて他社へ株式等を口座振替する場合には、口座振替する数量に応じ、1 銘柄あたり6,600 円（税込み）を上限として口座振替手続料をいただきます。
株式累積投資口座で保有する単元未満の株式は他社へ移管することはできません。
お取引にあたっては「金銭・有価証券の預託、記帳及び振替に関する契約のご説明」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
＜株式＞
株式の売買取引には、約定代金（単価× 数量）に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料をいただきます。ただし、株式累積
投資は一律1.265%（税込み）の売買手数料となります。国内株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
外国株式の海外委託取引には、約定代金に対し、最大1.375%（税込み）の売買手数料をいただきます。
※外国証券の外国取引にあたっては、外国金融商品市場等における売買手数料および公租公課その他の賦課金が発生します（外国取引に係る現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現
地情勢等に応じて決定されますので、その合計金額等をあらかじめ記載することはできません）。外国株式を募集等により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・株式は、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による株価の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・株式は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、株価が変動することによって損失が生じるおそれがあります。
・また、外国株式については、為替相場の変動によって、売却後に円換算した場合の額が下落することによって損失が生じるおそれがあります。
＜債券＞
・債券を募集・売出し等により、または当社との相対取引により購入いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。
・債券は、金利水準、株式相場、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による債券価格の変動によって損失が生じるおそれがあります。
・債券は、発行体やその他の者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、債券価格が変動することによって損失が発生するおそれがあり、また、元本や利子の
支払いの停滞もしくは支払い不能の発生または特約による元本の削減等のおそれがあります。
・金融機関が発行する債券は、信用状況の悪化により本拠所在地国の破綻処理制度が適用され、債権順位に従って元本や利子の削減や株式への転換等が行われる可能性があります。ただ
し、適用される制度は発行体の本拠所在地国により異なり、また今後変更される可能性があります。
＜投資信託＞
投資信託のお申込みにあたっては、銘柄ごとに設定された費用をご負担いただきます。
・お申込時に直接ご負担いただく費用：お申込手数料（お申込金額に対して最大3.85%（税込み））
・保有期間中に間接的にご負担いただく費用：信託報酬（信託財産の純資産総額に対して最大年率2.145%（税込み））
・換金時に直接ご負担いただく費用：換金手数料（お申込金額に対して1口当り最大1.1%（税込み））また、信託財産留保金（換金時に適用される基準価額に対して最大0.5％）
・その他の費用：監査報酬、有価証券等の売買にかかる手数料、資産を外国で保管する場合の費用等が必要となり、商品ごとに費用は異なります。お客様にご負担いただく費用の総額は、投
資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、記載することができません（外国投資信託の場合も同様です）。
・投資信託は、国内外の株式や債券等の金融商品に投資する商品ですので、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動による、対象組入れ有価証券の価格の変動によっ
て基準価額が下落することにより、損失が生じるおそれがあります。
・投資信託は、組入れた有価証券の発行者（或いは、受益証券に対する保証が付いている場合はその保証会社) の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等による、対象
組入れ有価証券の価格の変動によって基準価額が変動することにより、損失が生じるおそれがあります。
・上記記載の手数料等の費用の最大値は今後変更される場合があります。
＜信用取引＞
信用取引には、約定代金に対し、最大1.265%（税込み）（手数料金額が2,750 円を下回った場合は2,750 円（税込み））の売買手数料、管理費および権利処理手数料をいただきます。また、買
付けの場合、買付代金に対する金利を、売付けの場合、売付株券等に対する貸株料および品貸料をいただきます。委託証拠金は、売買代金の30％以上で、かつ100 万円以上の額が必要です。
信用取引では、委託証拠金の約3.3 倍までのお取引を行うことができるため、株価の変動により委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれがあります。
○金融商品は、個別の金融商品ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なります。当該金融商品の取引契約をされる場合、その金融商品の「契約締結前交付書面」

（もしくは目論見書）または「上場有価証券等書面」の内容を十分にお読みいただき、ご理解いただいたうえでご契約ください。
○この資料は岡三にいがた証券が信頼できると判断した情報に基づいて作成されたものですがその情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、資料中の記載内容、数値、図
表等は、本資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本資料に記載されたいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いいたします。
○2037 年12 月までの間、復興特別所得税として、源泉徴収に係る所得税額に対して2.1％の付加税が課税されます。
○岡三にいがた証券およびその関係会社、役職員が、この資料に記載されている証券もしくは金融商品について自己売買または委託売買取引を行う場合があります。
○自然災害等不測の事態により金融商品取引市場が取引を行えない場合は売買執行が行えないことがあります。

岡三にいがた証券株式会社  金融商品取引業者  関東財務局長（金商）第169 号  加入協会：日本証券業協会 
（2019 年10 月改訂）

岡三にいがた証券からお客様へ新潟の本物をご紹介する広報誌です。「上に、しっかりと、〜の先に向けて、進んで」といっ
た意味を持つ英語の【ON】。そして岡三(Okasan)にいがた(Niigata)の頭文字【ON】。先見の明を心がけ、お客様の将来を
見据え、お客様と一緒に進んでいきたいという岡三にいがた証券の願いも込め、より良い情報を皆様へお届けします。

岡三にいがた証券広報誌【ON】

手数料およびリスクについての重要な注意事項

表紙／おぢや風船一揆（小千谷市）
バーナーで温めた空気を「球皮」と呼ば
れる風船に送り込むと、フワッと宙に浮
かび、風まかせで飛行する熱気球。「第
47回おぢや風船一揆」では、この「おぢ
や号」試乗体験をはじめ、多くの人々が
熱気球に親しみ、参加できる楽しい企
画が用意されています。



ごあいさつ

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

　2022 年を振り返りますと、新型コロナウイルスとの共存が 3 年目に突入する中、ロ

シアとウクライナの紛争が世界の食糧やエネルギーの需給バランスを不安定にさせ、

「インフレをいかにしてコントロールしていくか」に注目が集まった 1 年となりました。

そのような不確実性の強い時代においても、人々や企業はしっかりと将来の成長機会

を見据え、環境変化にしなやかに適応し、新たな日常を生み出しつつあることに頼も

しさも感じております。

　さて、2023 年は卯（うさぎ）年です。干支（えと）に関する相場格言では、「卯跳ねる」

と申しまして、うさぎが元気よく飛び跳ねるように、過去の株式相場の平均上昇率も

良好なパフォーマンスを記録しており、縁起の良い年になると言われております。本年

がコロナ禍という障害物を飛び越え、大きな飛躍を遂げる一年となることを心より期

待しております。

　私ども岡三にいがた証券は、1899 年の創業以来、ここ新潟の地で、地域の証券

会社として、地域のお客さま、各企業の皆さまのご愛顧を頂戴し、新潟の明るい未

来と、豊かな社会づくりの実現に向けて、取り組んでまいりました。本年も役職員一

人ひとりが、当社の経営理念「地域に愛され、お客さまとともに栄える」を胸に、地

域密着でお客さまに寄り添い、地域で最も頼りになるベストパートナーとして、岡三

証券グループの総合力を活かした、質の高い情報・商品・サービスのご提供に誠心

誠意努めてまいる所存でございます。

　本年も是非、変わらぬご支援とご愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

岡三にいがた証券株式会社
代表取締役会長兼社長

江越  誠
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1
9
7
7
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、47
回
を
数
え
る「
お
ぢ
や

風
船
一
揆
」。き
っ
か
け
は
そ
の

前
年
、柏
崎
の
熱
気
球
愛
好
家

た
ち
が
雪
原
で
の
フ
ラ
イ
ト
を

求
め
て
風
に
乗
り
、ふ
ら
り
と

小
千
谷
の
地
に
降
り
立
っ
た
こ

と
で
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
熱
気
球

大
会「
日
本
海
カ
ッ
プ
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
選
手
権
」を
兼
ね
て

毎
年
2
月
下
旬
の
週
末
2
日

間
に
開
か
れ
、3
〜
4
万
人
が

来
場
す
る一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

成
長
し
ま
し
た
。フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
世
界
の
よ
う
な
、異
国
情
緒

も
漂
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
光
景

に
、写
真
で
魅
了
さ
れ
た
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熱
気
球
フ
ァ
ン
が
交
流
す
る
機

会
で
も
あ
り
、小
千
谷
市
は
パ

イ
ロッ
ト
の
育
成
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

今
回
は
例
年
と
趣
向
が
変

わ
り
、競
技
大
会
は
開
催
さ
れ

ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
市
民
に
熱
気
球
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、参
加
型・体

験
型
の
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

　

メ
イ
ン
の
平
沢
会
場
で
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
気
分
で
上
空
か
ら

雪
景
色
を
眺
め
ら
れ
る
熱
気
球

「
お
ぢ
や
号
」試
乗
体
験
の
ほ

か
、飲
食
店
や
特
産
品
の
ブ
ー
ス

が
並
ぶ「
う
ま
い
も
の
広
場
」、

子
ど
も
向
け
の
楽
し
い「
ス
ノ
ー

ト
レ
イ
ン
」も
あ
り
ま
す
。

　

25
日（
土
）の
夜
は「
グ
ロ
ー
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。バ
ー

ナ
ー
の
炎
で
大
き
な
提
灯
の
よ

う
に
気
球
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、そ
の
上
空
に
鮮
や
か
な
花

火
が
上
が
り
、幻
想
的
な
世
界

が
立
ち
現
れ
ま
す
。初
の
試
み

と
し
て
、市
民
参
加
の「
ウ
ェル
カ

ム
雪
像・灯
篭
」が
市
内
各
所
に

設
置
さ
れ
、イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に

「
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
」の
結
果
発

表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
ぢ
や
風ふ
う
せ
ん
い
っ
き

船
一
揆  

｜  

小
千
谷
市

熱
気
球
「
お
ぢ
や
号
」
に
乗
り

上
空
か
ら
望
む
雪
景
色
を
満
喫

小千谷らしいモチーフが描かれた熱気球「おぢや
号」。事前にネットで予約をして試乗してみません
か。冬の夜を彩る「グローバルーンフェスティバ
ル」まで、1日たっぷり楽しめそうです。

おぢや風船一揆
日時／ 2023 年 2 月 25 日（土）・26 日（日）
会場／小千谷市平沢会場
    （JA 新潟厚生連小千谷総合病院前）
問合わせ／おぢや風船一揆実行委員会事務局
  　　　（小千谷観光協会内）
電話番号／ 0258-83-3512

雪があるから美しく、幻想的な非日常が味わえる神事や祭事が
新潟にはあります。ぬくもりを感じる冬のまつりをご紹介します。

新潟の冬のまつりに
出かけよう

特 

集

※イベントは天候その他の理由により、変更もしくは中止となる場合があります。公式サイトやお電話などでご確認の上、お出かけください。 4



　
「
別
所
の
虚
空
蔵
様
」と
呼

ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
別
所

虚
空
蔵
尊
は
、商
売
繁
盛
の
神

様
と
し
て
、ま
た
福
徳
と
智
慧

を
授
け
る
菩
薩
様
と
し
て
、長

き
に
わ
た
っ
て
信
仰
を
集
め
て

き
ま
し
た
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、開
創
は
奈

良
時
代
の
7
3
2（
天
平
4
）

年
。地
域
に
疫
病
が
流
行
り
混

乱
し
て
い
た
時
代
、民
衆
に
仏

教
を
広
め
よ
う
と
諸
国
を
歩

き
、後
に
東
大
寺
の
大
仏
建
立

に
尽
力
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
高
僧
、行
基（
ぎ
ょ
う
き
）が
こ

の
地
の
人
々
の
苦
し
み
を
感
じ
、

１
本
の
霊
木
か
ら
2
体
の
虚
空

蔵
尊
を
造
像
。安
寧
を
願
っ
て

自
ら
御
堂
を
建
て
、兄
の
1
体

を
こ
こ
に
安
置
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。弟
の
1
体
は
会

津
の
柳
津（
や
な
い
づ
）へ
渡
り
、2

体
が
別
れ
た
こ
と
か
ら「
別
所
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。1
7
5
4（
宝
暦
４
）年
の

火
災
直
後
に
再
建
さ
れ
た
と
い

う
虚
空
蔵
堂
は
、本
格
的
な
仏

堂
形
式
を
持
つ
貴
重
な
も
の
と

し
て
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
2
月
12
日・13
日
に
例

祭
が
行
わ
れ
、12
日
の
宵
祭
で

は
、村
松
駅
か
ら
虚
空
蔵
尊
に

向
か
う
3
キ
ロ
ほ
ど
の
道
に
、約

2
0
0
0
個
の
雪
灯
篭
が
ず
ら

り
と
並
び
ま
す
。夜
の
ま
ち
を

明
る
く
、神
秘
的
に
照
ら
す
雪

灯
篭
は
風
情
た
っ
ぷ
り
。灯
り

に
導
か
れ
、市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
虚
空
蔵
様
を
目
指
し

ま
す
。

　

参
道
で
は「
虚
空
蔵
ま
ん

じ
ゅ
う
」や
地
元
産
の
栗
を
使
っ

た
栗
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
。村

松
商
店
街
エ
リ
ア
で
は
、例
祭
に

併
せ
た
イ
ベン
ト「
村
松
雪
あ
か

り
フェス
タ
」が
開
催
さ
れ
、甘
酒

の
振
る
舞
い
や
小
学
生
が
作
っ

た
ペッ
ト
ボ
ト
ル
灯
篭
の
展
示
も

あ
り
、こ
ち
ら
も
賑
わ
い
ま
す
。

別べ
っ
し
ょ
こ
く
ぞ
う
そ
ん
れ
い
さ
い

所
虚
空
蔵
尊
例
祭  

｜  

五
泉
市

光
と
風
情
が
満
ち
る
神
秘
的
な
夜

雪ゆ
き
ど
う
ろ
う

灯
篭
を
楽
し
み
な
が
ら
参
拝
を

毎年約2000人が参拝する例祭に華を添えようとス
タートした雪灯篭（右写真）。商売繁盛はもちろん、
家内安全、合格祈願など、申し込みをすると祈祷も
してくれます。当日の申し込みも受け付けています。

別所虚空蔵尊例祭
日時／ 2023 年 2 月12 日（日）12:00 〜 21:00
　　　   13 日（月）は12:00 ごろまで
会場／別所虚空蔵尊（五泉市別所 1318）
問合わせ／滝谷 慈光寺
電話番号／ 0250-58-4000
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※イベントは天候その他の理由により、変更もしくは中止となる場合があります。公式サイトやお電話などでご確認の上、お出かけください。

　

竹
や
木
の
骨
組
み
に
、わ
ら
、

カ
ヤ
な
ど
を
円
錐
状
に
積
み
上

げ
、そ
れ
を
燃
や
し
て
無
病
息

災・五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
伝

統
行
事「
さ
い
の
神
」。

　
「
日
本
一の
さ
い
の
神
を
や
ろ

う
」と
、旧
山
古
志
村
種
苧
原

（
た
ね
す
は
ら
）集
落
で
1
9
8
8

（
昭
和
63
）年
４
月
に
始
ま
っ
た

「
古
志
の
火
ま
つ
り
」は
、高
さ

25
メ
ー
ト
ル
、直
径
10
メ
ー
ト

ル
、重
さ
10
ト
ン
と
い
う
、日
本

最
大
級
の「
さ
い
の
神
」が
見
ど

こ
ろ
で
す
。真
っ
白
な
雪
原
に
、

ゆ
ら
ゆ
ら
と
舞
う
巨
大
な
火

柱
は
50
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、

ま
る
で
龍
が
う
ね
り
な
が
ら

昇
天
す
る
か
の
よ
う
。炎
が
生

み
出
す
幻
想
的
な
世
界
を
体

験
し
よ
う
と
、多
い
と
き
に
は

4
0
0
0
人
を
超
え
る
人
々
が

県
内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

　

積
み
上
げ
る
資
材
と
な
る
カ

ヤ
は
、雪
が
降
り
始
め
る
前
に
住

民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
刈
っ
て
準

備
し
ま
す
。2
0
0
4（
平
成

16
）年
の
中
越
地
震
の
後
は
震

災
復
興
の
祈
り
も
込
め
て
開
催

さ
れ
、山
古
志
地
域
が一丸
と
な

る
ビッ
グ
イ
ベン
ト
で
す
が
、地
震

に
よ
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
な

ど
の
事
情
に
よ
り
、4
年
ぶ
り
と

な
る
今
回
が
見
納
め
。惜
し
ま

れ
つつフ
ァ
イ
ナ
ル
を
迎
え
ま
す
。

　

日
中
は
雪
中
闘
牛
大
会
、ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、雪
上
車
乗
車
体

験
、ち
び
っ
こ
広
場
、ア
ル
パ
カ
牧

場
、そ
し
て
郷
土
料
理
な
ど
の

飲
食
物
や
お
土
産
が
購
入
で
き

る「
特
産
品
テ
ン
ト
村
」も
。「
さ

い
の
神
」内
に
立
ち
入
っ
て
の
お

参
り
は
17
時
30
分
ま
で
、新
成

人
に
よ
る「
さ
い
の
神
点
火
式
」

は
18
時
を
予
定
し
、同
時
に
花

火
の
打
ち
上
げ
も
あ
り
ま
す
。

　

夜
空
を
仰
い
で
感
動
的
な

シ
ー
ン
を
目
に
焼
き
付
け
、「
古

志
の
火
ま
つ
り
」の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
胸
に
刻
む
、一
期
一
会
の
貴
重

な
時
間
に
な
り
そ
う
で
す
。

古
志
の
⽕
ま
つ
り  

｜  

長
岡
市

「
日
本
一
の
さ
い
の
神
」
最
終
回

永
遠
に
煌
め
く
炎
を
目
に
焼
き
付
け
て

新成人による点火式。圧倒的な炎の迫力と心に沁
みる美しさは、その場に居合わせた人だけの特別
な思い出に。「牛の角突き」のデモンストレーショ
ンなど、山古志らしい企画も用意されています。

古志の⽕まつり
日時／ 2023 年 3 月11日（土）11:00 〜18:30
会場／長岡市自然休養地「四季の里古志」特設会場
　　　（長岡市山古志種苧原 4526 あまやちの湯下）
問合わせ／古志の火まつり実行委員会事務局
 （長岡市山古志支所産業建設課内）
電話番号／ 0258-59-2343
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松
之
山
温
泉
を
舞
台
に
、小

正
月
に
開
催
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
伝
統
行
事
。江
戸
時
代
か

ら
天
水
越（
あ
ま
み
ず
こ
し
）集
落

で
行
わ
れ
て
い
た「
む
こ
投
げ
」

は
、戦
後
一
時
的
に
途
絶
え
た

後
、隣
の
湯
本
集
落
が
引
き
継

い
で
復
活
、毎
年
1
月
15
日
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
わ
っ
し
ょ
い
、わ
っ
し
ょ
い
」と

い
う
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
と

も
に
、前
年
に
結
婚
し
た
ば
か

り
の
初
婿
を
担
い
で
温
泉
街
を

練
り
歩
く
男
衆
。そ
し
て
薬
師

堂
に
登
り
、高
さ
5
メ
ー
ト
ル
も

の
崖
か
ら
新
雪
が
降
り
積
も
っ

た
斜
面
に
向
け
て
、「
い
ち
、に

の
、さ
ん
！
」で
婿
を
勢
い
よ
く

放
り
投
げ
る
。荒
々
し
さ
と
、ど

こ
か
可
笑
し
み
も
感
じ
る「
む

こ
投
げ
」は
、集
落
の
娘
を
よ
そ

者
に
取
ら
れ
た
若
い
衆
の
憂
さ

晴
ら
し
が
発
祥
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。今
で
は
地
域
の
人
た
ち

が
新
婚
夫
婦
を
囲
ん
だ
宴
席
を

設
け
て「
お
め
で
と
う
」と
声
を

掛
け
る
、お
祝
い
と
住
民
同
士
の

交
流
の
場
と
な
って
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
婿
と
新
妻
の
お
祓

い
を
し
て
、近
く
の
広
場
で「
福

み
か
ん
」が
撒
か
れ
、「
さ
い
の

神
」に
点
火
。そ
し
て
、燃
え
た

後
の
灰
に
雪
を
混
ぜ
て
墨
を
作

り
、誰
彼
か
ま
わ
ず「
お
め
で
と

う
」と
言
い
合
って
、お
互
い
の
顔

に
墨
を
塗
り
た
く
り
ま
す
。

　

こ
の「
す
み
塗
り
」の
歴
史
は

古
く
、6
0
0
年
続
く
風
習
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。無
病
息
災

や
家
業
繁
栄
を
祈
念
す
る
神

事
な
が
ら
、雪
原
に
笑
い
声
が

響
く
楽
し
い
祭
と
し
て
話
題
と

な
り
、国
内
外
の
観
光
客
も
来

場
し
、み
ん
な
揃
っ
て
真
っ
黒
な

笑
顔
に
。

　

2
0
2
3
年
の
開
催
は
大
安

の
日
曜
日
に
当
た
り
ま
す
。例

年
以
上
に
た
く
さ
ん
の
人
で
賑

わ
い
、華
や
か
な
祝
祭
ム
ー
ド
が

あ
ふ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

む
こ
投
げ
・
す
み
塗
り  

｜  

十
日
町
市

「
お
め
で
と
う
」
の
声
が
飛
び
交
う

数
百
年
の
歴
史
を
今
に
継
承
す
る
奇
祭

地元の子どもたちは授業の一環で伝統行事に参
加。「いつか自分も…」と未来を想像する子も多い
かもしれません。「すみ塗り」には汚れてもいい格
好で参加し、墨を塗り合ってみるのも一興です。

写真提供／（一社）十日町市観光協会

むこ投げ・すみ塗り
日時／ 2023 年 1月15 日（日）14:00 〜15:30 ごろ
会場／松之山温泉薬師堂（十日町市松之山湯本）周辺
問合わせ／松代・松之山温泉観光案内所
電話番号／ 025-597-3442
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2
0
1
2
年
2
月
の
初
回

か
ら
12
回
目
、多
い
年
は
2
万

人
以
上
が
訪
れ
た
と
い
う
上
越

の
冬
の
風
物
詩「
灯
の
回
廊
」。

そ
れ
ま
で
個
別
に
行
わ
れ
て
い

た
安
塚
区
の「
安
塚
キ
ャ
ン
ド
ル

ロ
ー
ド
」と
大
島
区
の「
大
島
雪

ほ
た
る
ロ
ー
ド
」に
、浦
川
原
区

の「
う
ら
が
わ
ら
雪
あ
か
り
フ
ェ

ス
タ
」、牧
区
の「
ま
き
深
山
の

と
も
し
び
」、高
士
区
の「
高
士

ル
ミ
ネ
」、名
立
区
の「
不
動
ミ

ニ
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
」が
加
わ

り
、広
大
な
エ
リ
ア
を
横
断
す

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

沿
道
の
雪
壁
や
雪
原
な
ど
、

6
つ
の
地
区
に
灯
さ
れ
る
キ
ャ

ン
ド
ル
の
数
は
な
ん
と
約
10
万

本
。総
距
離
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
、や
わ
ら
か
な
あ
か

り
の
連
な
り
が
温
か
な
雪
の
世

界
を
演
出
し
、一
夜
の
夢
の
よ
う

な
時
空
間
へ
誘
い
ま
す
。キ
ュ
ー

ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場
ほ
か
2

箇
所
で
は
、花
火
の
打
ち
上
げ

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
営
を
担
う
の
は
各
地
区

の
実
行
委
員
会
で
、上
越
市
と

共
有
し
な
が
ら
、地
区
ご
と
に

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
準
備

を
進
め
ま
す
。子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
、大
学
生
、企
業
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
ま
で
、約

2
5
0
0
人
が
参
加
。趣
向
と

工
夫
を
凝
ら
し
た
雪
像
を
作
っ

た
り
、一つ
ひ
と
つ
思
い
を
込
め
て

キ
ャ
ン
ド
ル
を
設
置
し
、あ
か
り

を
灯
し
た
り
。力
を
結
集
し
て

作
り
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
、各
会
場
で
お
休
み
処

「
雪
茶
屋
」を
オ
ー
プ
ン
し
、手

打
ち
そ
ば
、のっぺ
汁
な
ど
、温
か

い
食
べ
物
や
飲
み
物
を
用
意
。

地
域
住
民
の
方
々
は
、共
に
働

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
来
場
者
と

の
交
流
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。6
地
区
を
ゆ
る
や

か
に
結
ぶ
キ
ャ
ン
ド
ル
の
温
か
な

灯
は
、希
望
に
満
ち
た
未
来
へ

と
続
い
て
い
き
ま
す
。

灯
と
も
し
びの
回
廊  

｜  

上
越
市

10
万
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
揺
ら
め
く

6
地
区
が
趣
向
を
凝
ら
す
夢
の
世
界
へ

やわらかな光に包まれ、一夜限りのロマンチック
な風景に浸ろうと、家族や友人と一緒に訪れる人
たち。お休み処「雪茶屋」に立ち寄り、地域の人々
の温かなおもてなしに触れてみませんか。

灯の回廊
日時／ 2023 年 2 月 25 日（土）17:00 〜 21:00
会場／上越市安塚区・大島区・浦川原区・牧区
　　　高士区・名立区
問合わせ／上越市観光交流推進課
電話番号／ 025-520-5741

※イベントは天候その他の理由により、変更もしくは中止となる場合があります。公式サイトやお電話などでご確認の上、お出かけください。 8



　

茅
葺
の
大
き
な
拝
殿
の
背
後

に
あ
る
1
5
1
5（
永
正
12
）年

建
立
の
本
殿
は
、室
町
時
代
の

特
色
を
有
す
る
と
し
て
国
の
重

要
文
化
財
に
。宝
物
殿
に
も
、

重
要
文
化
財
の
聖
観
音
立
像

や
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の

船
絵
馬
な
ど
が
あ
り
、「
春
季

大
祭
」で
の
舞
楽
は
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、能
生（
の
う
）白
山
神
社
は
見

ど
こ
ろ
豊
富
で
す
。

　
「
お
筒
粥
」と「
献
灯
祭
」は
、

毎
年
1
月
14
日
の
午
前
中
か
ら

翌
日
の
早
朝
に
か
け
て
行
わ
れ

る
神
事
。1
6
8
3（
天
和
3
）年

の
記
録
に
あ
り
、3
0
0
年
以
上

続
く
と
さ
れ
て
い
る「
お
筒
粥
」

は
、そ
の
年
の
天
候
や
豊
作
・凶

作
を
占
い
、五
穀
豊
穣
を
祈
念

す
る
儀
式
で
す
。ま
ず
、石
臼
で

軽
く
挽
い
た
白
米
を
ふ
る
い
で
大

粒（
早
稲（
わ
せ
））・中
粒（
中
稲（
な

か
て
））・細
粒（
晩
稲（
お
く
て
））に
分

け
、5
合
ず
つ
3
個
の
重
箱
に
入

れ
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
準
備
し

た
良
質
な
3
本
の
葦（
よ
し
）を
１

本
ず
つ
米
の
上
に
置
き
、早
稲
か

ら
鉄
鍋
に
か
け
、粥（
か
ゆ
）に
な
っ

た
の
を
確
認
し
、中
稲
、晩
稲
と

順
番
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。完
成

後
は
櫃（
ひ
つ
）に
移
し
て
神
前
に

安
置
。こ
の
作
業
は
非
公
開
で
、

神
主
と
氏
子
総
代
に
よ
っ
て
拝

殿
で
厳
粛
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

夕
刻
か
ら
の「
献
灯
祭
」で

は
、氏
子
や
厄
年
を
迎
え
た

人
、近
隣
の
農
業
者・漁
業
者
、

企
業
な
ど
が
奉
納
し
た
大
小

1
0
0
本
ほ
ど
の
ろ
う
そ
く
に

点
灯
。家
内
安
全
や
商
売
繁

盛
、無
病
息
災
を
願
う
参
詣
者

が
訪
れ
ま
す
。

　

翌
朝
早
く
、神
官
が
櫃
を
開

け
て
葦
を
縦
に
割
っ
た
も
の
を

神
前
に
供
え
、午
前
６
時
に
公

開
。葦
の
中
に
詰
ま
っ
た
粥
の
状

態
を
見
て
、今
年
は
ど
う
だ
ろ

う
と
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
を
す
る

の
が
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
す
。

お
筒つ
つ
が
ゆ粥
の
神
事
・
献け
ん
と
う
さ
い

灯
祭  

｜  

糸
魚
川
市

巨
大
ろ
う
そ
く
に
願
い
を
込
め

「
お
か
ゆ
」で
豊
作
・
凶
作
を
占
う

奉納した人や企業の名前が書かれたろうそくに火
が灯り、参詣者が祈りを捧げる「献灯祭」は、「お筒
粥」が行われている1月14日の夕刻に開催。大きな
ろうそくは40kg以上にもなるそうです。

お筒粥の神事・献灯祭
日時／ 2023 年 1月14 日（土）・15 日（日）
会場／能生白山神社（糸魚川市大字能生 7239）
問合わせ／能生白山神社
電話番号／ 025-566-3465
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にいがた
トップインタビュー

第 回

鉄
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
を
中
心
に

不
動
産
事
業
も
展
開
中

―
2
0
2
2
年
に
日
本
の
鉄
道
が
開
業

し
て
1
5
0
周
年
、鉄
道
が
で
き
た
こ
と

で
日
本
の
交
通
事
情
や
人
々
の
暮
ら
し
に

大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。御
社
も

設
立
か
ら
80
年
以
上
、鉄
道
工
事
を
基

盤
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
思

い
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

内
田 

鉄
道
の
開
業
か
ら
1
5
0
年
、ま
た

上
越
・
東
北
新
幹
線
が
開
業（
1
9
8
2

年
）40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

1
5
0
年
、40
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

事
が
出
来
た
こ
と
は
本
当
に
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。2
0
2
2
年
、当
社
は

1
9
4
2
年
の
設
立
か
ら
80
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。日
本
の
鉄
道
の
歴
史
の
半
分

以
上
の
年
月
、鉄
道
工
事
を
通
じ
て
、地

域
の
輸
送
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。戦
時

中
の
鉄
道
は
人
の
輸
送
よ
り
も
物
資
の
運

搬
が
主
流
で
し
た
。戦
後
は
日
本
の
復
興

を
鉄
道
工
事
の
面
か
ら
支
え
、新
潟
を
中

心
に
東
日
本
の
エ
リ
ア
で
鉄
道
工
事
を
基

盤
に
総
合
建
設
業
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
地

域
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々

の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
土
木・建
築・線
路・不
動
産
と
四
つ
の

事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
内

容
に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

内
田 

土
木
事
業
は
、主
に
鉄
道
の
橋
梁・

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構
造
物
、の
り
面
な
ど

の
鉄
道
周
辺
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。建
築
事
業
は
、鉄
道

の
駅
建
物
や
駅
ビ
ル
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
工
事
の
他
、民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、商
業

施
設
、医
療・福
祉
施
設
、事
務
所
、工
場

な
ど
の
建
設
工
事
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。線
路
事
業
は
、線
路
の
点
検
結
果
を

19

鉄
道
の
安
全
を
守
り
新
た
な
街
づ
く
り
に
挑
む

第
一
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

内
田 

海
基
夫 

氏

鉄道の工事を基盤に、2022年に設立 80	周年を迎えた第一建設工業。
真夜中に線路の点検と補修を行い、大雪の日は始発までに除雪をし、見え
ないところで私たちの暮らしを支えています。鉄道以外の分野でも躍進を続
ける現況を内田海基夫社長から伺いました。
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も
と
に
、そ
の
結
果
に
応
じ
て
レ
ー
ル
、砕

石
、マ
ク
ラ
ギ
の
交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
工
事
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。鉄
道

工
事
で
は
、線
路
状
態
を
ミ
リ
単
位
で
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、列
車
の
安
全・安
定

輸
送
を
確
保
し
ま
す
。作
業
に
お
い
て

は
、鉄
道
特
有
の
取
り
扱
い
や
ル
ー
ル
が

あ
り
、ル
ー
ル
厳
守
の
も
と
、安
全
確
保

に
努
め
ま
す
。不
動
産
事
業
は
、賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

―
今
、ま
さ
に
新
潟
駅
は
リ
ニュ
ー
ア
ル

中
で
す
ね
。

内
田 

2
0
2
2
年
６
月
、高
架
化
さ
れ

た
駅
構
内
の
線
路
の
敷
設
工
事
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
、新

潟
駅
の
高
架
下
に
商
業
施
設
や
駅
前
広

場
も
整
備
さ
れ
て
い
く
予
定
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

夜
、鉄
道
の
安
全
・
安
定
輸
送
に

努
め
る
社
員
の
誇
り
と

や
り
が
い
を
醸
成

―
鉄
道
の
工
事
を
基
盤
に
安
定
し
た
経

営
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、課
題
な
ど
は
ご

ざ
い
ま
す
か
。

内
田 

鉄
道
工
事
は
、線
路
内
で
行
う
工

事
で
あ
る
た
め
、最
終
列
車
の
走
行
終

了
後
、始
発
列
車
が
走
る
ま
で
の
間
に
工

事
を
行
う
こ
と
が
多
い
の
で
、夜
間
の
仕

事
が
中
心
と
な
り
ま
す
。働
く
時
間
帯

の
特
性
上
、人
材
確
保
が
難
し
い
面
も

あ
り
ま
す
。一
方
で
、鉄
道
と
い
う
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
守
る
事
は
、私
た
ち
の
役
割

で
あ
り
、責
任
で
あ
り
、使
命
で
あ
り
ま

す
。こ
の「
役
割・責
任・使
命
」は
、工
事

を
通
し
て
、列
車
の
安
全・安
定
輸
送
を

確
保
し
、安
心
し
て
鉄
道
を
利
用
で
き

る
と
い
う
、人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ

と
で
す
。社
員
が
、そ
の
こ
と
を
よ
く
理

解
し
、自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
働
け
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、月
一

回
、全
社
員
に
向
け
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
配
信
や
現
場
訪
問
・オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
社
員
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、取

り
組
み
や
考
え
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

社
員
の
リ
ア
ル
な
声
が
聴
け
る
貴
重
な

機
会
で
す
の
で
、現
場
第
一
線
の
社
員
ま

で
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、今
後
は
、人
的
資
本
経
営
に
注

力
し
て
、社
員
ひ
と
り
一
人
の「
は
た
ら
き

や
す
さ
」「
や
り
が
い
」の
向
上
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
や
学
生
に
も

大
好
評
の
研
修
セ
ン
タ
ー

―
人
材
育
成
の
面
で
は
、研
修
セ
ン
タ
ー

が
新
し
く
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

内
田 

2
0
2
1
年
、亀
田
の
研
修
セ
ン

タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。最
大

50
名
の
宿
泊
が
可
能
で
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
主
体
と
し
た
研

修
を
行
う
た
め
の
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

を
整
備
し
ま
し
た
。屋
外
に
は
実
物
の
線

路
や
ホ
ー
ム
が
あ
り
、実
践
型
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、鉄
道
工
事
車
両
の

運
転
シ
ミ
ュレ
ー
タ
で
、運
転
操
作
や
ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
の
対
応
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。こ
の
ほ
か
に
土
木・建
築
工
事
で
使

用
す
る
鉄
筋・鉄
骨
を
製
作
し
た
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
備
え
た
実
習
棟
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
体
験
活
動
で
も
活
用
し
て
い
る
の

で
当
社
の
仕
事
を
紹
介
す
る
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。学
生
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
継
続
し
、当
社
や
鉄
道
工
事

の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

―
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う

な
体
験
で
す
ね
。女
性
の
採
用
の
状
況

は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

内
田 

女
性
社
員
は
、2
0
2
1
年
度
末

で
、全
体
の
約
6
％
程
度
で
す
。そ
の
う
ち

15
％
が
技
術
系
の
社
員
で
、土
木・建
築・

線
路
部
門
を
合
わ
せ
て
10
人
で
す
。今
、

現
場
で
働
い
て
い
る
技
術
系
女
性
社
員
と

の
意
見
交
換
を
通
し
て
、働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
も
少
し
ず
つ
現

場
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、育
児

休
暇
取
得
率
は
、2
0
2
1
年
度
は
、

女
性
社
員
は
1
0
0
％
、男
性
社
員
は

30
％
程
度
で
す
。引
き
続
き
、取
得
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

暮らしの中で鉄道は「あって当たり前」のものです。その当
たり前を守り続けるために、最終列車から始発列車まで
の真夜中に点検と整備をしています。近年は、作業の機械
化・省力化をさらに推進しています。

「第一建設工業研修センター」は、長年培ってきた技術力の継承と安全
教育の充実、新しい技術取得を目的に1997年に建てられ、2021年にリ
ニューアルしました。
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く
だ
さ
い
。

内
田 

河
川
内
の
橋
梁
耐
震
補
強
工
事
に

使
用
す
る
止
水
壁
の
設
置
工
法「D

-flip

工
法
」は
当
社
が
開
発
し
、特
許
を
取
得

し
ま
し
た
。河
川
内
で
工
事
を
行
う
場

合
は
、河
川
の
水
量
が
少
な
い
11
月
頃
か

ら
春
先
ま
で
と
、工
期
に
制
限
が
あ
る
た

め
、橋
梁
の
耐
震
補
強
工
事
が
進
捗
し
に

く
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。「D

-flip

工
法
」は
、従
来
工
法
と
比
較
し
て
河
川

内
で
行
う
工
事
工
程
を
少
な
く
し
て
い

ま
す
。よ
っ
て
、制
限
の
あ
る
工
期
を
最
大

現
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た

め
、工
期
短
縮
・
工
事
費
用
削
減
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、本
工
法
は
高
速
道

路
の
橋
梁
耐
震
工
事
な
ど
に
も
使
え
る

の
で
、多
く
の
皆
さ
ま
に
関
心
を
寄
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、さ
ら
な
る
工
期
の
短
縮
、工

事
費
用
の
縮
減
を
目
指
し
て
、改
良
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

―
J
R
東
日
本
か
ら
の
受
注
は
、ど
う

な
る
と
お
考
え
で
す
か
。

内
田 

当
社
は
2
0
2
2
年
11
月
、J
R

東
日
本
の
関
連
会
社
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、技
術
力
の
向
上
と
継
承
な
ど
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
力
関
係
の
強
化
を
図

り
、さ
ら
な
る
持
続
的
成
長
に
向
け
、連

携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
以
上
に
私
た
ち
の
自
主
自
立
の
取
り

真
の
働
き
方
改
革
は

社
員
の
健
康
も
具
体
的
に
支
援

―
御
社
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

内
田 

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
2
0
2
1
年

に
、当
社
は
、健
康
経
営
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。健
康
経
営
の
大
前
提
は
、「
働
き

方
改
革
」で
す
。働
き
方
の
現
状
を
把
握

し
、分
析
し
、業
務
の
見
直
し
や
簡
素
化・

シ
ス
テ
ム
化
な
ど
の
改
善
を
進
め
る
事
が

必
須
で
す
。昨
年
か
ら
は
、働
き
方
改
革

の
本
質・目
的
を
見
失
わ
ず
改
革
を
実
現

す
る
た
め
に
、「
真
」と
い
う
言
葉
を
追
加

し
て
、「
真
の
働
き
方
改
革
」と
言
っ
て
い

ま
す
。働
き
方
を
改
善
せ
ず
に
、無
理
や

り
働
く
時
間
を
短
縮
す
る
だ
け
で
は
、真

の
働
き
方
改
革
は
実
現
し
ま
せ
ん
。実
際

の
働
き
方
を
把
握
し
、働
き
方
を
改
善
し

て
、は
じ
め
て
働
き
方
改
革
が
実
現
で
き

る
の
で
す
。そ
し
て
、働
き
方
改
革
な
く

し
て
、健
康
経
営
は
推
進
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、現
状
を
よ
く
分
析
し
て
、

業
務
の
見
直
し
や
簡
素
化
・シ
ス
テ
ム
化

を
推
進
し
て
、そ
の
上
で
、業
務
を
増
員
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

―
働
き
方
改
革
と
健
康
経
営
に
つ
い
て

は
中
期
経
営
計
画
で
も
掲
げ
て
お
ら
れ

ま
す
。中
期
経
営
計
画
の「D

-V
ision 

2025

」に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

内
田 

中
期
経
営
計
画
を
開
示
し
た
時

点
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
情
勢
の
変
化

に
よ
り
、経
営
環
境
に
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
の
で
今
後
、数
値
の
見
直
し
検
討

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、取
組

み
の
骨
格
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
安
全
を

最
優
先
に
す
る
こ
と
」「
顧
客
満
足
を
向

上
す
る
こ
と
」「
社
員
の
働
き
が
い
の
向

上
を
す
る
こ
と
」「
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ

る
こ
と
」「
株
主
・
投
資
家
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
」と
い
う
5
つ
の
経
営
姿
勢
の

中
で
、「
安
全
風
土
改
革
」「
デ
ジ
タ
ル
変

革
」「
健
康
経
営
と
脱
炭
素
を
通
し
た

社
会
貢
献
活
動
の
推
進
」「
真
の
働
き
方

改
革
」の
4
つ
の
変
革
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。健
康
経
営
の
取
組
み
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。現
在
、社
員
の
健
康
診
断
後
の

フ
ォ
ロ
ー
や
禁
煙
治
療
費
支
援
も
推
進

中
で
す
。社
員
の
健
康
知
識・意
識
向
上

に
向
け
た
健
康
マ
ス
タ
ー
の
資
格
取
得

を
奨
励
し
、現
在
9
名
の
健
康
マ
ス
タ
ー

が
い
ま
す
。現
役
時
代
、若
い
時
か
ら
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
、退
職
後
も

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る「
健
康
寿

命
」の
延
伸
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―
社
員
の
健
康
を
具
体
的
に
支
援
し
て

い
る
の
で
す
ね
。さ
て
、地
震
大
国
日
本

の
耐
震・補
修
の
取
り
組
み
と
雪
国
新
潟

の
除
雪
な
ど
、自
然
災
害
へ
の
対
応
は
、ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

内
田 

災
害
時
は
、J
R
東
日
本
や
第
三

セ
ク
タ
ー
な
ど
、関
係
の
皆
様
と
連
携
し

て
応
急・復
旧
工
事
を
し
ま
す
。ま
た
現

在
、上
越
新
幹
線
高
架
橋
や
橋
梁
の
橋

脚
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。除

雪
に
関
し
て
は
、冬
期
前
の
準
備
が
重
要

に
な
り
ま
す
の
で
、冬
期
が
終
了
し
た
春

先
か
ら
次
の
冬
期
に
備
え
て
、そ
の
年
の

振
り
返
り
を
行
い
、1
年
を
か
け
て
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。線
路
の
除
雪
作

業
で
は
、最
終
列
車
か
ら
始
発
列
車
ま
で

の
夜
間
に
、線
路
除
雪
用
の
専
用
車
両
に

よ
り
、新
潟
県
を
は
じ
め
、秋
田
県
、青
森

県
、山
形
県
、長
野
県
な
ど
広
大
な
管
轄

エ
リ
ア
の
除
雪
を
行
って
い
ま
す
。

橋
梁
耐
震
補
強
工
事
の
優
れ
た

独
自
技
術
の「D

-flip
工
法
」

―
独
自
の
開
発
技
術
に
つ
い
て
教
え
て
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組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
て
、持
続
的
な
成
長

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

―
最
後
に
株
主
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

内
田 

当
社
は
鉄
道
工
事
を
基
盤
と
し
た

総
合
建
設
業
と
し
て
、安
全・安
心
を
最

優
先
に
考
え
、社
会
資
本
の
整
備
を
通
し

て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
役
割・

責
任・使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
の「
役

割・責
任・使
命
」の
重
要
性
を
社
員
全
員

が
認
識
し
て
、会
社
の
持
続
的
な
成
長
と

持
続
可
能
な
事
業
経
営
を
実
現
す
る
た

め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、健
康
経
営
、人
材
育
成
、技
術

開
発
な
ど
の
人
的
資
本
経
営
や
環
境
経

営
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、持
続
可
能

な
経
営
を
通
し
て
、株
主
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
し
っ
か
り
応
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で

応
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

所 在 地
代 表 者
設 立
資 本 金
売 上 高
決 算 期
従 業 員 数
事 業 内 容

支 店
関 連 会 社

本社／〒950-0909 新潟市中央区八千代一丁目4番34号
代表取締役社長 内田 海基夫
1942年（昭和17年）9月
33億237万円
427億円（2021年度実績）
3月
１,０１０名（2022年3月末）
1.土木、建築、軌道等建設工事一式の請負 2.土木、建築、軌道工事の企画、設計、測量、監理及びコンサルティング
3.土木、建築、軌道の構造物の調査及び検査 4.土木、建築、軌道工事用資材の製造販売
5.不動産の売買、交換、賃貸、仲介及び管理 ・損害保険代理業 ・前各号に関連する一切の事業
新潟支店、長野支店、秋田支店、東京支店、仙台支店
株式会社ホームテック・旭
株式会社シビル旭

代表取締役社長	内田	海基夫	氏
JR 東日本時代は環境経営を推進し、「エコステ」（エコ・
ステーション）や「ふるさとの森づくり」に取り組み、第
一建設工業では健康経営、脱炭素、働き方改革、デジタ
ル変革など「変革」に向けた取組みを推進しています。

第一建設工業株式会社
（東京証券取引所	スタンダード市場	銘柄コード1799）
第一建設工業は、鉄道工事を基盤とした「総合建設業」として、安全・安心を最優先に考え、
社会資本の整備と創造を行い、地域社会の発展に貢献しています。また、技術革新並びに、
幅広い人材育成に努め、社会とともに発展し続ける会社づくりを目指しています。

D-flip工法（任意深度定着型仮締切り工法）は第一建設工業が開発した技
術。補修、河川内の橋脚耐震補強工事の際に必要な作業空間を作ります。
材料の軽量・分割化により、人力で組み立て可能なため、大型重機が不要
となり、工期短縮・工事費削減できるメリットがあります。（特許取得）
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上
ま
ぶ
た
が
十
分
に
挙
が
ら

な
い
状
態
を
眼
瞼
下
垂
と
い
い

ま
す
。

　

厳
密
な
診
断
基
準
は
な
い
の

で
す
が
、「
楽
に
正
面
を
見
た
状

態
」で
黒
目
の
中
心
と
上
瞼
の
縁

が
2
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
と
な
っ

て
い
れ
ば
眼
瞼
下
垂
と
し
て
扱

う
の
が一般
的
な
よ
う
で
す
。

　

上
ま
ぶ
た
は
上
眼
瞼
挙
筋

（
赤
）や
ミ
ュ
ラ
ー
筋（
緑
）と
呼

ば
れ
る
筋
肉
が
、瞼
板（
紫
）と

呼
ば
れ
る
ま
ぶ
た
の
縁
に
あ
る
、

少
し
硬
い
構
造
物
を
引
っ
張
り

上
げ
る
こ
と
で
開
き
ま
す（
図

1
）。筋
肉
と
瞼
板
は
、腱
膜（
ピ

ン
ク
色
）と
い
う
組
織
で
繋
が
っ
て

い
ま
す
が
、こ
の
腱
膜
が
緩
ん
で

く
る
と
筋
肉
の
力
が
瞼
板
に
効

果
的
に
伝
わ
ら
ず
、ま
ぶ
た
が
挙

が
り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
す
。少

し
遠
く
に
あ
る
も
の
を
引
っ
張
る

紐
が
伸
び
た
り
、は
ず
れ
か
か
っ

た
り
し
て
う
ま
く
も
の
が
引
っ
張

れ
な
く
な
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

す
。眼
瞼
下
垂
が
あ
る
と「
目
が

細
く
」な
り
、眠
そ
う
な
印
象
を

与
え
ま
す
。ま
た
、挙
が
り
に
く

い
ま
ぶ
た
を
挙
げ
よ
う
と
し
て

お
で
こ
の
筋
肉（
前
頭
筋（
オ
レ
ン

ジ
色
））を
利
用
す
る
た
め
ま
ゆ

毛
の
位
置
が
高
く
な
り
、額
の
し

わ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
常
に「
頑

張
っ
て
目
を
開
け
る
」た
め
常

時
筋
緊
張
が
高
ま
る
傾
向
に
あ

り
、こ
れ
が
頭
痛
、肩
こ
り
の
原

因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、上
眼
瞼
の
皮
膚
の
た
る
み

が
強
い
こ
と
で
ま
ぶ
た
に
皮
膚
が

覆
い
か
ぶ
さ
って
き
た
り
、生
ま
れ

つ
き
上
眼
瞼
を
挙
げ
る
筋
肉
の

動
き
が
よ
く
な
い
こ
と
が
原
因
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。眼
瞼
下
垂

を
き
た
す
原
因
は
様
々
で
す
が
、

比
較
的
頻
度
の
高
い
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

【
腱
膜
性
眼
瞼
下
垂
】

　
一
般
に
よ
く
み
ら
れ
る
加
齢

に
伴
う
眼
瞼
下
垂
症
の
多
く
は

上
眼
瞼
挙
筋
の
腱
膜
が
緩
ん
だ

り
、外
れ
か
か
っ
た
り
し
て
生
じ

ま
す
。加
齢
に
伴
う
以
外
で
は

ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
長

期
装
用
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

（
瞼
を
頻
繁
に
こ
す
る
こ
と
に

眼が
ん

瞼け
ん

下か

垂す
い

に
つ
い
て

文
／	

松
田		

健

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科	

形
成
・
再
建
外
科
学
分
野	

教
授

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院	

形
成
・
美
容
外
科	

科
長

（

）

図 1 
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よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
）、

白
内
障
な
ど
の
眼
科
手
術（
手

術
時
に
用
い
る
瞼
を
強
く
開
け

る
器
械
に
よ
り
伸
ば
さ
れ
る
）

も
原
因
と
な
り
ま
す
。こ
れ
に

加
え
て
皮
膚
の
た
る
み
や
筋
肉

の
衰
え
も
上
眼
瞼
の
挙
上
を
低

下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

手
術
は
二
重
ま
ぶ
た
の
線
を
切

開
し
て
眼
瞼
の
深
部
に
あ
る
上

眼
瞼
挙
筋
と
そ
の
腱
膜
を
瞼
板

に
固
定
し
直
し
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
上
眼
瞼
挙
筋
の
力
が
し
っ

か
り
と
瞼
板
に
伝
わ
る
よ
う
に

な
り
、瞼
が
よ
く
挙
が
る
よ
う
に

な
り
ま
す（
図
２
）。皮
膚
の
た

る
み
が
あ
る
場
合
に
は
同
時
に

余
分
な
皮
膚
を
切
除
す
る
こ
と

で
瞼
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
先
天
性
眼
瞼
下
垂
】

　

生
ま
れ
つ
き
上
眼
瞼
が
挙
が

り
に
く
い
状
態
で
す
。こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
上
眼
瞼
挙
筋
そ
の

も
の
が
低
形
成
で
あ
っ
た
り
、ほ

と
ん
ど
動
い
て
い
な
か
っ
た
り
し

ま
す
の
で
上
眼
瞼
挙
筋
を
固
定

し
直
し
て
も
効
果
が
不
十
分
と

な
り
や
す
く
、糸
や
自
身
の
筋
膜

（
大
腿
な
ど
か
ら
採
取
）を
使
っ

て
眉
毛
か
ら
の
吊
り
上
げ
を
行

い
ま
す（
図
３
）。生
ま
れ
つ
き
で

す
の
で
子
ど
も
の
患
者
さ
ん
が

多
い
の
で
す
が
、成
人
後
の
患
者

さ
ん
に
も
手
術
を
行
う
こ
と
は

よ
く
あ
り
ま
す
。

【
重
症
筋
無
力
症
】

　

眼
瞼
下
垂
の
症
状
を
き
た
す

全
身
疾
患
の一つ
で
す
。神
経
伝

達
物
質（
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
）の
作

用
す
る
部
位
に
対
す
る
自
己
抗

体
に
よ
り
筋
収
縮
が
低
下
す
る

自
己
免
疫
疾
患
で
す
。眼
の
周

り
に
症
状（
眼
瞼
下
垂
や
複
視
）

が
現
れ
る
こ
と
が
多
く
、症
状

が
眼
周
囲
に
限
局
す
る
も
の
を

眼
筋
型
、全
身
に
症
状
が
現
れ

る
も
の
を
全
身
型
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

眼
瞼
下
垂
に
関
し
て
は
症
状

の
日
内
変
動（
夕
方
に
な
る
と

瞼
が
挙
が
り
に
く
い
な
ど
）が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、診
断

の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま

す
。血
中
の
抗
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

抗
体
陽
性
で
確
定
診
断
と
な
り

ま
す
が
、必
ず
し
も
1
0
0
%

の
患
者
さ
ん
で
陽
性
と
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。治
療
の
主

体
は
抗
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
剤

の
内
服
等
、内
科
的
治
療
に
な

り
ま
す
が
、胸
腺
の
腫
瘍
を
合

併
す
る
場
合
も
あ
り
、精
査
の

上
、胸
腺
の
摘
出
術
が
行
わ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
眼
瞼
痙
攣
、顔
面

神
経
麻
痺
、脳
梗
塞
、動
眼
神
経

麻
痺
、交
感
神
経
麻
痺
、外
傷
な

ど
、「
ま
ぶ
た
が
十
分
に
挙
が
ら

な
い
」眼
瞼
下
垂
の
原
因
は
様
々

で
す
。形
成
外
科
で
は
そ
の
原

因
・
症
状
・
程
度
に
合
わ
せ
て
最

適
な
治
療
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
ぶ
た
と
い
う
整
容
的
に
も

重
要
な
部
位
の
治
療
に
な
り
ま

す
の
で
専
門
の
医
師
に
よ
る
診

察・治
療
が
必
須
で
す
。眼
瞼
下

垂
は
比
較
的
自
覚
し
や
す
い
症

状
だ
と
思
い
ま
す
。お
気
軽
に

形
成
外
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

松田		健	氏	プロフィール	

新潟大学医歯学総合研究科	形成・再建外科学分野	教授
新潟大学医歯学総合病院	形成・美容外科	科長
日本形成外科学会評議員、日本手外科学会理事、日本創傷外科学会理事、日本頭蓋顎顔面外科学会理事、日本形成外科手術手技学会理事、
日本顔面神経学会評議員・認定顔面神経相談医、日本マイクロサージャリー学会評議員

1996年	大阪大学医学部医学科	卒業			〜大阪府内の関連施設等での勤務を経て
2007年	大阪大学	助教	大学院医学系研究科	形成外科
2007年	Bernard	O’Brien	Institute	of	Microsurgery	Research	Fellow	( 豪州	メルボルン)
2012年	大阪大学	大学院医学系研究科	形成外科	講師
2012年	大阪警察病院	形成再建外科・美容外科	医長
2014年	新潟大学大学院	医歯学総合研究科	形成・再建外科学分野	准教授
2015年	より現職

3歳男児	大腿筋膜移植による吊り上げ術を施行

60 代男性	上眼瞼挙筋腱膜前転術を施行

図 3

図 2

術前 術後

術前 術後
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地域応援ファンド「うるおいの大地」寄付贈呈式 （撮影時のみ一時マスクを外しています）

　
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」　

―
平
和
で
豊
か
な
暮
ら
し
が

何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
受
け
継

が
れ
て
ゆ
く
社
会

― 
そ
の
よ

う
な
誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
ま

ち・に
い
が
た
の
実
現
に
向
け
、岡

三
に
い
が
た
証
券
で
は「
地
域
に

愛
さ
れ
、お
客
様
と
共
に
栄
え

る
」と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、

地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

「
出
前
授
業
」

　

新
潟
県
の
子
供
た
ち
の
未
来

に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

当
社
は
2
0
1
4
年
よ
り
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
活
動「
出
前

授
業
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ

の
活
動
は
、当
社
社
員
が
県
内

の
小
中
学
校
に
講
師
と
し
て
赴

き
、児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
金

融
取
引
や
お
金
と
上
手
に
付
き

合
う
た
め
の
知
識
と
判
断
力
を

養
う
た
め
の
授
業
を
行
う
も
の

で
す
。

　
「
出
前
授
業
」は
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
！ 

お
菓
子
の
株
式
会
社（
日

本
証
券
業
協
会
作
成
）」と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
た
、お
菓
子

会
社
経
営
の
体
験
授
業
を
行
い

ま
す
。会
社
経
営
を
通
し
て
、

株
式
会
社
の
仕
組
み
や
お
金
の

流
れ（
資
金
調
達
）を
体
験
的

に
学
び
、経
済
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
地
域
の
子
供
た

ち
が
適
切
な
金
融
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
は
、生
涯
に
わ
た
っ

て
経
済
的
に
も
豊
か
な
人
生
が

送
れ
る
よ
う
に
な
り
、ひ
い
て
は

新
潟
県
経
済
の
成
長
や
成
熟
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

金
融
に
関
す
る
知
識
や
情
報

を
正
し
く
理
解
し
、主
体
的
に

判
断
で
き
る
能
力
を
養
う
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
拡
充
が
官

民
で
求
め
ら
れ
て
お
り
、当
社

は
今
後
も
中
立
・
公
正
な
立
場

か
ら
、地
域
の
子
供
た
ち
に
向

け
た
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
普
及
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

岡三にいがた証券の
サステナビリティ

当社社員による出前授業
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認知症サポーター認定カード

認知症バリアフリー宣言
ロゴマーク

認知症地域フォーラム in 長岡

認
知
症
の
方
を
支
え
る

取
り
組
み

　

高
齢
化
が
加
速
す
る
我
が

国
に
お
い
て
、認
知
症
患
者
数

の
推
計
は
、2
0
2
5
年
に
は

高
齢
者
の
約
5
人
に
1
人
、そ

の
後
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
見

通
し
で
あ
り
、社
会
全
体
で
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状

況
を
受
け
、当
社
は
日
本
認
知

症
官
民
協
議
会
が
進
め
る「
認

知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
宣
言
試
行

事
業
に
参
画
。「
認
知
症
バ
リ
ア

フ
リ
ー
宣
言
」を
公
表
す
る
と

と
も
に
、認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
知
識
や
接
し
方
を

学
ぶ「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」を
全
役
職
員
が
受
講

し
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、2
0
2
2
年
10
月
7

日
、長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た「
認
知
症
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
㏌
長
岡
〜
認
知
症
の
方
と

と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
る
〜
」に
参
加
し
、当

社
の「
認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
宣

言
」の
取
り
組
み
を
地
域
の
皆

様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、認
知

症
の
方
と
そ
の
ご
家
族
、高
齢

者
が
よ
り
良
い
環
境
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
に
向
け
て
、障
壁
を
減

ら
し
て
い
く「
認
知
症
バ
リ
ア
フ

リ
ー
社
会
」の
実
現
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
応
援
フ
ァ
ン
ド

に
よ
る
寄
付
活
動

　

岡
三
に
い
が
た
証
券
で
は
、4

本
の「
地
域
応
援
フ
ァ
ン
ド
」を

設
定・運
用
し
て
お
り
ま
す
。

運
用
収
益
の一
部
か
ら
、新
潟
県

の
未
来
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

や
施
設
へ
の
寄
付
を
行
う
フ
ァ

ン
ド（「
う
る
お
い
の
大
地
」「
に

い
が
た
創
業
応
援
団
」「
に
い
が

た
イ
ン
フ
ラ
サ
ポ
ー
ト
」
）や
、

新
潟
県
関
連
企
業
に
運
用
資

金
の
一
部
を
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド

（
「
匠
の
逸
品
」
）な
ど
、地
域

の
発
展
を
願
い
、証
券
業
を
通

じ
た
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
8
月
29
日
、

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ
ア
オ
ー

レ
長
岡
に
て
行
わ
れ
た
第
7
回

「
う
る
お
い
の
大
地
」
寄
付
贈

呈
式
で
は
、長
岡
市
緑
花
セ
ン

タ
ー
花
テ
ラ
ス
お
よ
び
周
辺
の

環
境
整
備
に
利
用
す
る
設
備
・

備
品
な
ど
総
額
1
0
0
万
円

相
当
の
目
録
を
寄
贈
い
た
し
ま

し
た
。「
う
る
お
い
の
大
地
」に

よ
る
新
潟
県
農
業
関
連
施
設

へ
の
寄
付
額
は
、2
0
1
6
年

の
第
1
回
寄
付
よ
り
累
計
で

9
5
9
万
5
千
円
と
な
り
ま

し
た
。多
く
の
お
客
様
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岡
三
に
い
が
た
証
券
は
、地

域
社
会
の
課
題
解
決
を
願
い
、

引
き
続
き
地
域
貢
献
活
動
に

取
り
組
み
、み
な
さ
ま
と
と
も

に
に
い
が
た
の
明
る
い
未
来
を

応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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「
ヨ
シ
タ
ー
」と
威
勢
の
い
い
の

掛
け
声
が
飛
び
交
い
、牛
同
士

が
ぶ
つ
か
り
合
う
迫
力
満
点
の

「
牛
の
角
突
き
」や「
片
貝
ま
つ

り
」「
お
ぢ
や
風
船
一
揆
」な
ど
、

季
節
ご
と
に
伝
統
的
な
行
事
が

開
催
さ
れ
、一
年
を
通
じ
て
活
気

の
あ
る
小
千
谷
市
で
、当
営
業

所
は
1
9
9
8（
平
成
10
）年
10

月
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。地
域

の
皆
様
に
は
24
年
に
わ
た
り
格

別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

所
員
は
3
名
と
少
な
い
営
業

所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、経
験
を
重

ね
た
ベ
テ
ラ
ン
を
中
心
に
構
成
さ

れ
た
所
員
同
士
が
話
し
合
い
、お

客
様
お
一
人
お
ひ
と
り
に
、よ
り

充
実
し
た
情
報
の
ご
提
供
が
で

き
ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。ま
た
、私
ど
も
が
ご
訪
問

し
た
際
に
は
、気
さ
く
に
お
話
し

し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
の

温
か
さ
に
、日
々
励
ま
さ
れ
て
お

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
の

ふ
れ
合
い
の
中
で
、日
々
の
生
活

の
お
困
り
ご
と
や
ご
相
談
に
も

気
軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、身
近
な
金
融
機
関
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
11
月
に
は「
世

界
錦
鯉
サ
ミ
ッ
ト
」が
新
潟
県
で

開
催
さ
れ
、錦
鯉
の
発
祥
地
で

あ
る
当
市
も
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
お
り
ま
す
。小
千
谷
営
業

所
の
近
く
に
は
、泳
ぐ
宝
石
・
錦

鯉
の
美
し
い
姿
を
鑑
賞
し
た
り
、

そ
の
歴
史
を
学
べ
る「
錦
鯉
の

里
」が
ご
ざ
い
ま
す
。地
域
の
皆

様
も
、遠
方
よ
り
お
越
し
い
た
だ

い
た
方
も
、是
非
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

岡三にいがた証券
小千谷営業所
所長 古市 俊哉

〒947-0028	小千谷市城内1-2-14
TEL：0258-83-0290

支店のご紹介
ずっと この街 にいがたと

「小千谷営業所」
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西
脇
家
は
魚
沼
地
方
特
産

の
麻
織
物
「
縮
」の
仲
買
業
を

営
ん
で
い
ま
し
た
。
縮
は
シ
ボ

（
強
撚
糸
を
用
い
て
布
地
表
面

に
出
す
凹
凸
）
が
生
み
出
す

さ
ら
り
と
し
た
肌
触
り
が
特

徴
で
、
蒸
し
暑
い
日
本
の
夏
に

最
適
の
織
物
で
す
。
元
禄
期

（
1
6
8
8
〜
1
7
0
4
年
）

に
幕
府
の
夏
の
式
服
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
需
要
が
高
ま
り
、

西
脇
家
に
巨
大
な
富
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
西
脇
家
は
そ

の
富
を
土
地
投
資
と
金
融
に

向
け
、
大
地
主
に
成
長
す
る

と
と
も
に
小
千
谷
地
域
の
産

業
を
支
え
ま
し
た
。
ま
た
小

学
校
の
設
立
、
橋
の
架
設
、

病
院
の
創
立
な
ど
で
も
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
西
脇
邸
に
は
池
泉

回
遊
式
庭
園
、
1
7
7
0

（
明
和
7
）
年
築
の
主
屋
の
一

部
、
1
9
1
8（
大
正
7
）年

築
の
離
れ
座
敷
が
残
っ
て
い
ま

す
。
離
れ
座
敷
は
豪
華
な
意

匠
を
誇
り
、
高
松
宮
様
、
秩

父
宮
様
、
三
笠
宮
様
を
は
じ

め
と
す
る
賓
客
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
一
時
開
発
の
計
画
が

持
ち
上
が
り
消
滅
の
危
機
が

あ
り
ま
し
た
が
、
小
千
谷
の

貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
保

存
活
用
し
よ
う
と
す
る
志
を

持
つ
企
業
の
所
有
と
な
っ
て
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

庭
園
の
正
面
は
主
屋
座
敷

棟
の
客
間
に
向
け
ら
れ
、
観
音

菩
薩
の
見
立
て
と
伝
わ
る
立
石

を
中
心
と
す
る
華
や
か
な
眺
め

が
楽
し
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
座
敷
棟
は
2
0
0
4

JAPANESE
GARDEN
in NIIGATA

所在地／小千谷市本町 2-7-6　入園料／大人 300 円（小中学生 150 円）
休館日／火曜・水曜日、11月末から 4 月末頃まで　問い合わせ先／ 0258-82-3000（小千谷産業株式会社）
詳細はホームページをご覧ください→ https://www.ojiya.com/nishiwaki/

美
し
き
新
潟
の
庭
園

国
登
録
有
形
文
化
財 

西
脇
邸

縮ち
ぢ
みが
育
ん
だ
豪
商
の
館

文・写
真
／

      

藤
井 

哲
郎（
庭

て
い
お
く
い
ち
に
ょ

屋
一如
研
究
会
）

（
平
成
16
）年
の
中
越
地
震
で

被
害
を
受
け
、
残
念
な
こ
と

に
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
庭
園
北
東
部
の
離
れ

座
敷
か
ら
は
苔
に
覆
わ
れ
た

築
山
に
飛
石
が
続
く
侘
び
た

眺
め
で
、
茶
庭（
露
地
）の
風

情
を
見
せ
ま
す
。
か
つ
て
は
庭

園
に
茶
室
と
腰
掛
待
合
が
あ

り
、
毎
年
冬
を
迎
え
る
前
に

解
体
し
、
雪
が
消
え
て
か
ら

組
み
立
て
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

文
化
面
で
も
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
西
脇
家
と
豪
雪
の
小
千
谷

に
ふ
さ
わ
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
主
屋
と
離
れ
座
敷

の
内
部
は
現
在
公
開
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

上／離れ座敷からの眺め
下／腰掛待合跡

庭園正面と離れ座敷
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運用と情報の
岡三にいがた証券

岡三証券グループとしての強みを活かし、
グローバルネットワークを通じた、

タイムリーで質の高い情報をお届けします。

■柏崎支店 〒945-0055 柏崎市駅前1-4-27 0257（23）6277
■上越支店 〒943-0834 上越市西城町3-5-24 025（524）0290
■見附支店 〒954-0057 見附市新町1-17-23 0258（62）1680
■小出支店 〒946-0011 魚沼市小出島487 025（792）1355
■五泉支店 〒959-1863 五泉市東本町2-5-1 0250（43）0291
■小千谷営業所 〒947-0028 小千谷市城内1-2-14 0258（83）0290

■本店
〒940-0062 長岡市大手通1丁目5番地5
TEL.0258（35）0290

■新潟支店
〒951-8068 新潟市中央区上大川前通6番町1178－1
TEL.025（224）6231

■十日町支店 〒948-0082 十日町市本町3-358-1 025（757）4101
■三条支店 〒955-0062 三条市仲之町1-12 0256（35）1961
■新井支店 〒944-0043 妙高市朝日町1-2-7 0255（72）3145
■新発田支店 〒957-0052 新発田市大手町1-1-15 0254（24）0290
■六日町営業所 〒949-6680 南魚沼市六日町1831 025（770）0291

商号等 ： 岡三にいがた証券株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長(金商) 第169号　加入協会 ： 日本証券業協会

お問い合わせは （平日9：00～17：00）

岡 三 よ ろ し く
0120-03-4649

■お問い合わせは

https://www.okasan-niigata.co.jp
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